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成人の11 fJlJを対象に，超高速 CT 装置イマトロンC- 100による CT検査を行った。スキャン時間は 100 ミリ秒を用
い，造影剤はイオパミロン370の60--90ml を40--50秒で急速静注した。撮影は造影剤注入前から注入時(初期相)
をへて6分まで 1 0--30秒おきに左室のl レベルのスキャンを繰り返し，左室内腔 (L) と心筋 (M) に関心領域を設









M/L と対比した。これは計119分画で可能であった。さらに正常例の M/L から標準偏差の2倍離れた値を正常と





左室壁の M/L は造影剤注入時(初期相)を経たのち上昇し. 2分以降では平衡状態となった。初期 M/L. お
よび4分での M/L は各々 30 ::t 5%. 51 士 9%であった。
2. 虚血性心疾患例での検討
梗塞と判定された分画の初期および後期 M/L は各々 19:t8%. 90:t 18%と算出され，梗塞の確定出来ない分画
では，初期および後期 M/L は強L、虚血部で16 士 6%. 63 ::t 20%. 軽度虚血部で25 士 9%. 46 士 12%. 非虚血部で29
士 7%. 52 ::t lü%であった。正常例に比べて梗塞および強い虚血部の初期 M/L は有意に小，後期 M/L は有意に
大で，また後期 M/L の高値は特に梗塞部で顕著であった。軽度虚血部，非虚血部と正常例の M/L には有意差が
なかった。初期 M/L は強い虚血分画の72%. 後期 M/L は梗塞分画の94%で異常値を示し，両 M/L の組合せに
よる虚血検出の Sensitivity と Specificity は，梗塞または虚血分画の検出の場合.80%および94%. 梗塞または強
い虚血分画の検出の場合.99%および88%であった。
[総括]
超高速X線 CT を用い，指標 M/L に基づいた心筋虚血検出のアフ。ローチの精度はほぼ負荷心筋シンチグラフィに
匹敵し，特に患者安静時での検査法としては最も鋭敏なものと思われた。
ヨード造影剤はその血管内投与の早期には心筋組織の血管床に分布し，しだいに間質に漏出して平衡する。細胞膜












本研究は虚血性心疾患診断法と組織'性状の定量評価法としてのX 線 CT の可能性を示す重要もので，学位に値する
業績と認められる。
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